
光
明
主
義
の
名
義
宣
揚

光
明
名
義

こ
の
大
正
元
年
(

一
九
一
二
)
よ
り
は
、

も
っ
ぱ
ら
光
明
主
義
の
名
を
も
っ
て
新
法
門
を
弘

通
す
る
よ
う
に
な
ら
れ
た
。

明
治
四
十

三
年
の
名
乗
り
は
心
光
教
会
で
、
光
明
主
義
の
名
乗
り
は
四
十
四
年
終
り
よ
り
兆
し
、
も
っ
ぱ
ら
用

い
る
に
い
た
り
し
は
大
正
元
年
よ
り
で
あ
る

偶
然
に
も
、
日
本
間
国
条
約
の
翌
年
に
誕
生
、

西
南
役
の
片
づ
い
た
時
出
家
、

日
清
役
の
年
に
釈
尊
正
覚
道
場

に
詣
う
で
て
弘
願
を

の
べ

、

日
露
役
の
年
に
十

二
光
仏
名
義
の
成
文
を
発
表
さ
れ
た
上
人
は
、

日
本
が
創
始
時
代

の
明
治
よ
り
進
展
時
代
の
大
正
に
か
わ
っ
た
こ
の
年
よ
り
光
明
主
義
と
名
乗
ら
れ
た
。

大
正
元
年
筑
後

善
導
寺
よ
り
の
ご
消
息
に

「
宗
教
が
未
聞
の
時
代
よ
り

開
明
に
進
む
に
し
た
が
っ
て
自
然
に
階
級
あ
る

こ
と
は
、

か
つ
て
お
話
い
た

せ
し
こ
と
と
存
じ
候
。
な
れ
ど
も
世
界
通
じ
て

三
階
級
に
わ
か
っ

。

初
め
、
自
然
教
、

二
、
超
自
然
教

三
、
円
具
教

。

自
然
教
は
幼
稚
な
る
知
識
の
時
代
の
宗
教
。
神
に
自
然
界
の
日
月
山
河
八
百
万
等
を

崇
拝

し
、
し
か
し
て
か
た
ち
の
上
の
幸
福
を
祈
り
・
:
・
(
中
略
)



次
に
こ
の
世
は
仕
方
が
な
い
か
ら
、
未
来
死
し
て
の
ち
極
楽
ま
い
り
の
念
仏
と
、
こ
の
自
然
界
を
こ
え

た
る
む
こ
う
に
望
み
を
立
つ
る
が
超
自
然
教
で
あ
る
。
た
だ
肉
体
の
幸
福
を
求
め
ず
霊
魂
の
救
い
を
も
っ

ぱ
ら
に
す

即
ち
浄
土
宗
、
真
宗
等
の
主
義
こ
れ
な
り

。

世
は
文
化
と
と
も
に
進
み
て
ま
さ
に
真
の
宗
教
、
世
に

出
で
ん
と
す
、
こ
れ
ぞ
円

具
教
す
な
わ
ち
如
来

光
明
主
義
で
あ
る
。
そ
の
予
言
者
は
す
な
わ
ち
仏
陀
禅
那
で
あ
る
。
予

言
と
は
こ
れ
よ
り
将
来
、
こ
の
主

義
に
よ
っ
て
救
い
の
道
を
な
す
と
い
う
、
今
日
に
し
て
将
来
の
宗
教
を
世
に
紹
介
す
る
も
の
の
謂
な
り

。

ゆ
え
に
予

言
者
は
旧
来
の
宗
教
家
に
は
憎
嫉
せ
ら
る
、
蛇
蝿
視
せ
ら
る

。

釈
迦
、
キ
リ
ス
ト
に
し
て
も
、

ま
た
法
然
、
日
蓮
に
し
て
も

一
部
の
人
に
は
歓
迎
せ
ら
れ
、

一
部
の
人
に
は
憎
ま
れ
妨

害
を
加
え
ら
れ
し

。

2 

」
れ
免
が
れ
難
き
理
で
あ
る

。

さ
て
円
具
教
の
如
来
光
明
主
義
は
、
客
体
の
如
来
を
必
ず
し
も
遠
き
彼
岸
に
置
か
ず
、
十
方
法
界
こ
と

ご
と
く
活
け
る
如
来
の
大
心
光
明
中
で
あ
る
。
た
だ
し
衆
生
煩
悩
に
障
え
ら
れ
て
こ
れ
を
知
見
す
る
こ
と

能
わ
ず
、
し
か
れ
ど
も
信
心
徹
到
す
れ
ば
、
如
来
の
心
光
と
衆
生
の
信
心
と
は

三
昧

一
致
し
て
光
明
を
発

得
す
る
こ
と
を
得
。
人
の
天
然
、
す
な
わ
ち
生
れ
た
ま
ま
の
意
識
は
本
よ
り
劣
等
な
り
、
無
明
な
り
、
罪

悪
な
り
。
心
光
獲
得
し
て
始
め
て
霊
格
と
な
る
。
光
明
中
の
人
と
更
生
す
。
更
生
す
な
わ
ち
往
生
な
り
。



精
神
の
更
生
で
あ
る
。
更
生
し
た
る
後
と
い
え
ど
も
煩
悩
な
き
に
あ
ら
ず

。

し
か
れ
ど
も
光
明
に
よ
り
て

自
己
を
制
裁
す
る
の
力
あ
り

。

ま
た
苦
憂
な
き
に
あ
ら
ず

、

苦
悩
あ
れ
ば
こ
そ
歓
喜
光
を
仰
ぐ
の
要
あ
り
。

常
に
罪
悪
苦
悩
と
健
闘
し
て
不
断
光
に
よ
り
て
勇
気
を
鼓
舞
し
、

こ
の
生
涯
は
煩
悩
と
奮
闘
の
生
活
で
あ

ど

る
。
す
で
に
霊
化
し
ぬ
れ
ば
、
昨
日
ま
で
の
苦
も
ま
た
苦
と
感
ず
る
ほ
ど
の
こ
と
も
な
し
。
こ
の

士

一
日

ド
ゆ
/
\

は
一
浄
土
百
歳
よ
り
勝
れ
た
り
、
な
ん
ぞ
そ
れ
、
な
ん
の
苦
か
あ
る

。
今
は
理
想
の
浄
土
に
あ
り
て
生
活
し
、

し
か
し
て
い
よ
い
よ
命
終
ら
ば
実
在
の
浄
土
に
生
ず
。

か
く
の
ご
と
き
は
こ
れ
精
神
的
光
明
主
義
で
あ
る
。
仏
陀
禅
那
は
光
明
主
義
の
予

言
者
で
あ
る

。
」
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|
|
大
正
元
年
栃
木
県
家
中
村
渡
辺
厚
盛
法
尼
へ
l
l

大
正

二
年
(
一
九
二
二
)
(
五
十
五
歳
)山
本
家
や
三
好
(
炭
坑
主
)
家
に
結
縁
後

、

一
一月
十
四

光
明
教
義

日
よ
り

一
週
間
、
筑
前
福
間
大
善
寺
に
て
催
さ
れ
た
東
筑

二
市
四
郡
七
十
個
寺
院
の
教
学
講

習
会
に
講
師
に
招
待
さ
れ
て
、

は
じ
め
て
光
明
主
義
教
学
の
組
織
的
な
講
義
を
さ
れ
た

。

こ
れ
は
当
時
聴
講
者
の
方
で
浄
土

哲
学
と
名
づ
け
て
、
そ
の
七
五
音
の
頒
に
綴

ら

れ
し
講
義
台
本
を
、

三
十
二
頁
に
謄
写
に
し

た



後
年
に
い
た
り
、
こ
れ
を
「
諸
教
精
要
及
宗
趣
」
と
「
如
来
光
明
讃
の
頒
」
(
十

一
一光
仏
名
義
内
容
)
と
名

づ
け
、
よ
ほ
ど
訂
正
し
た
の
が
公
刊
さ
れ
た
。
(
道
詠
集
参
照
)

こ
の
講
義
題
本
と
な
り
し
頒
文
に
は
、
は
じ
め
に
教
相
と
題
し
て
、
ま
ず
三
宝
の
加
被
を
仰
ぐ
願
文
よ
り

始
ま
り
て
「
己
が
所
信
の
相
を
の
ぶ
」
と
宣
し
、
衆
生
に
天
性
、
理
性
、
霊
性
あ
り
、
宗
教
に
自
然
教
、
超

品
川
…
教
、
円
具
教
の
三
階
あ
る
教
相
を
詳
説
し
て
、
自
然
教
に
多
神
教
、

一
体
教
の
二
を
明
し
、
超
然
教
に

神
教

一
体
教
の
二
を
明
し
て
。
猶
太
教
、
耶
蘇
教
、
裟
羅
門
教
よ
り
進
ん
で
、
仏
教
に
も
空
間
的
、
時
間

的
の
二
の
隔
絶
せ
る
浄
土
観
を
明
し
、
業
感
縁
起
、
頼
耶
縁
起
を
批
判
し
、
さ
ら
に
第
三
の
円
具
教
に
も
汎

神
と
統

一
超
然
神
と
を
明
し
、
天
台
、
華
厳
、
真
言
、
禅
を
批
判
し
て
、
光
明
主
義
の
汎
神
超
在
の

一
体
神

を
明
し
、
神
の
円
成
実
性
、
世
界
の
因
縁
性
、
差
別
の
衆
生
性
と
三
展
し
て
、
終
局
の
心
霊
界
に
衆
生
を
摂

す
る
如
来
三
一
身
に
、
遠
心
、
求
心
の
二
種
の
理
法
あ
る
を
明
し
て
光
明
摂
化
の
相
を
述
ぶ
。

4 

次
に
宗
趣
と
題
し
て
、
宗
に
神
人
交
感
の
心
理
、
趣
に
求
霊
、
更
生
の
効
果
を
一
示
し
、
自
然
教
、
超
然
教

よ
り
さ
ら
に
天
台
、
華
厳
、
真
言
樽
の
宗
趣
を
判
釈
し
、
い
よ
い
よ
光
明
主
義
の
宗
趣
を
明
し
て
、
自
性
の

天
真
を
関
悟
す
る
理
性
宗
と

、

救
霊
の
恩
寵
に
み
た
さ
る
る
感
性
宗
の

二
を
綜
合
し
た
る
開
発
霊
化
の
相
を

の
ふ;次

に
本
論
に
入
り
十

二
光
の
深
遠
な
る
玄
義
を
説
き
、
無
四
一
一
恩
光
に
狼
尊
、
統
摂
、
帰
趣
の三義
、
偏
依
円

の
三
性
、
生
産
、
摂
取
の

二
門
を
明
し
、
無
辺
光
に
大
円
鏡
、
平
等
性
、
妙
観
察
、
成
所
作
の
凹
智
を
明
し
、

無
碍
光
に
神
塑
、
正
義
、
恩
寵
の
三
徳
を
詳
説
し
、
無
対
光
に
摂
取
の
終
局
な
る
如
来
の
自
境
界
、
極
楽
浬



築
城
を
明
し
て
常
寂
光
土
、
智
慧
光
土
、
蓮
華
蔵
界
、
密
厳
浄
土
を
極
楽
の
同
体
異
名
と
し
て
無
住
浬
繋
の

度
生
を
示
し
、
炎
王
光
に
理
事
の

二
惑
、
邪
定
、
不
定

、

正
定
の
三
衆
を
明
し
て
除
隊
、
顕
霊
の
相
を
示
し
、

清
浄
光
に
六
根
浄
を
明
し
て
、
五
根
に
肉
、
天
、
慧
、
法

、
仏
の
五
限
を
明
し
て
、
浄
土
勝
妙
の
境
を
示
し
、

歓
喜
光
に
法
喜
、
禅
悦
の
相
を

示
し
て
、
人
天
よ
り
三
乗
、
菩
薩
、
仏
陀

の
法
楽
を
明
し

、
智
慧
光
に
開

示

悟
入
の
四
相
を
詳
説
し
、
不
断
光
に
廃
悪
進
善
の
光
用
を
明
し
て
、
道
徳
五
重
の
動
機
を
示
し
て
作
仏
度
生

の
相
を
説
き
、
難
思
光
に

信
心
喚
起
の
因
と
縁

、

三
心
、
四
修
、

五
行
、
五
根
、
五
力
を
明
し
て
覚
醒
の
十

信
満
位
を
説
き
、
無
称
光
に
見
思
の
自
覚
業
障
苦
悶
、
随
信
随
法
、
七
党

三
昧
の
十
安
住
に
霊
我
更
生
を
説

き
、
超
日
月
光
に
如
来
智
悲
長
養
に
よ
り
、
内
外
魔
の
健
闘
、
金
剛
の
自
律
恩
寵
実
現
の
身
を
も
っ
て
世
を

5 

養
う
仏
心
仏
行
の
行
向
地
、
十
方
三
世
仏
同
一
無
量
光
寿
の
極
楽
園
土
に
帰
趣
の
相
を
説
く
。

講
習
会
出
席
者
に
わ
か
っ
た
人
は
は
な
は
だ
少
な
か
っ
た
が
、
非
常
に
感
激
開
発
し
た
も
の
も
あ
っ
た
。

こ

の
年
春
、

上
人
の
筆
に
て
、
観
音
菩
薩
の
図
に
宗
祖

法
然
上
人
の
月

影
の

「心
に
ぞ
す
む
」
は
霊
応

歌
を
説
き
あ
か
し
た
一
枚
刷
の
も
の
が
、
浄
土
宗
伝
道
会
よ
り
頒
布
さ
れ
た
。

そ
の
中
に「

な
が
む
る
人
の
心
に
ぞ
す
む
と
の
す
む
と
い
う

こ
と
に
深

意
が
あ
る
、

の
み
霊
応
は
宿
り
給
う
な
れ
と
の
意
で
あ
る
」

」
れ
は
信
念
あ
る
人
の
心
に



そ
の
後
、
筑
前
折
尾
正
願
寺
で

「
自
覚
の
曙
光
」
の
題
下
に
五
日
間
の
講
説
あ
り

「
自
覚
の
曙
光
」

郡
長
、
課
長
等
の
地
方
の
有
志
め
ざ
む
る
も
の
も
相
当
に
あ
っ
た
。
こ
れ
を
「
自
覚
の

曙
光
」
と
い
う
冊
子
と
し
て
筑
前
遠
賀
で
印
刷
し
五
月
公
刊
さ
れ
た
。

そ
の
頃
は
山
口
恵
海

師
、
裏
辻
賢
光
師
、
昌
山
戒
全
師
等
、
か
随
行
し
た
。

六
月

一
日
よ
り
は
大
谷
仙
界
師
の
随
行
で
、
波
多
野
師
の
自
坊
筑
前
若
松
善
念
寺

ご
来
錫

、

波
多
野
師
の
発

企
に
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
向
き
へ
案
内
し
て
宗
内
の
有
志
と
市
内
の
信
者
を
集
め
、
少
数
で
し
ん
み
り
と
し
た
中

ひ
ず
い

に
「
宗
祖
の
皮
髄
」
の
題
下
に
法
然
上
人
の
道
詠
十
二
首
に
つ
き
て
の
ご
講
話
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
は
聴
講
者

、

特
に
中
堅
組
の
宗
侶
が
非
常
に
感
動
し
た
も
の
で
、

そ
の

一
人
は
「
始
め
て
生
き
た
法
然
上
人
を
知
り
、
浄
土

6 

教
義
の
甚
深
微
妙
な
る
こ
と
を
徹
信
す
る
こ
と
を
得
て
嬉
し
さ
に
堪
え
ず
、

か
か
る
ご
説
法
は
到
底
た
だ
の
人

の
な
し
得
べ
き
所
で
は
な
い
、
必
定
お
上
人
は
如
来
の
ご
使
者
に
相
違
な
い
」
と
敬
仰
お
か
な
か
っ
た
。
こ
の

感
は
一
般
の
同
感
し
た
所
で
、
今
ま
で
上
人
の
外
形
の
行
状
の
み
見
て
い
た

九
州
の
宗
侶
に
、
こ
れ
か
ら
は
頓

に
上
人
の
「
法
」
を
わ
が
信
仰
と
し
て
立
つ
も
の
が
多
く
な
っ
た
。

信
心
歓
喜
し
て
上
人

こ
そ
が
如
来
様
の
お
使
と
感
じ
た
そ
の
時
の
実
感
を
、
後
日
上
人
に
告
白
し
た
丹
波
師

に
対
し
て

上
人
は
い
つ
も
の
ご
と
く
っ
つ
ま
し
や
か
に



「
筑
紫
路
に
き
た
り
て
き
よ
き
同
胞
に
め
ぐ
り
あ
う
こ
と
を
得
た
る
は
、

ま
こ
と
に
婚
し
き
か
ぎ
り
に

候
。

野
禍
な
ど
如
来
の
使
い
な
ど
と
は
意
外
の

こ
と
に
候
え
ど
も
、

そ
れ
で
も
永
ら
く
那
落
の
底
に
沈
み

て
な
に
分
か
は
改
悟
の
あ
り
て
か
、
大
み
お
や
を
な
ん
と
も
慕
わ
し
く
恋
し
く
お
も
わ
る
る
は
、
懲
り
は

て
た
る
結
果
な
ら
ん
か
と
存
じ
候
。
」

ご
分
身
を
宿
す

七
月
十
四
円
か
ら
丹
波
師
の
住
地
香
月
小
学
校
で
、
学
校
、
炭
坑
方
面
の
有
志
の
間

に
五
日
間
の
ご
講
演
が
あ
り
、
夏
中

一
日
の
暇
も
な
く
各
地
を
転
錫
さ
れ
た

。

上
人
「
風
の
神
を
お
宿
し
申
せ
ば
身
も
心
も
す
ぐ
れ
ず
、
大
御
親
の
如
来
の
分
身
を
頭
に
宿
せ
ば
、
身
も

心
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も
と
も
に
あ
り
が
た
く
、

か
た
じ
け
な
く
、
悦
び
と
平
和
と
満
足
と
に
て
暮
さ
れ

、
無
限
の
力

と
生
命
と
を
与

え
て
下
さ
る

。

人
生
の

一
大
事
を
宇
宙
唯

一
の
大
御
親
な
る
如
来
の
ま
し
ま
す
こ
と
を
信
じ
、

そ
の
大
光
明
に

よ
っ
て
復
活
し
、
光
明
の
中
に
、

日
々
に
感
謝
の
日
暮
し
を
す
る
こ
と
で
あ
る
」
。

じ
り
じ
り
と
照
り
つ
く
る
南

国
九
州
二
度
目
の
夏
も
過
ぎ
た

。
暑
い
ほ
ど
稲
穂
の
実
る
あ
り
が
た
さ
を
大
ミ

オ
ヤ
の
み
恵
み
に
感
謝
し
て
、
汗
を
感
ず
る
暇
も
な
い
上
人
の
忙
し
い
ご
伝
道
に
、
信
心
喚
起
し
た
人
々
の
惜

し
む
別
れ
を
つ
げ
て
、

い
っ
と
会
う
瀬
の
あ
て
も
な
い
、
あ
づ
ま
じ
さ
し
て
立
た
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。



若
松
善
念

寺
で
上
人
送
別
の
集
い
が
渇
仰
せ
る
道

俗
に
よ
っ
て
催
さ
れ
た
。
住
職
波
多
野
師
は

一
向
を

代
表
し
て

「
私
は
法
然
上
人
の
流
れ
を
汲
み

枚

大正元年の上人(右は大谷師左は波多野師)

起
請
の
み
教
え
を
あ
り
が
た
く
信
ず
る
も
の
で
あ
り

」
の
た
び
上
人
に
会
い
奉
っ
て

ま
す
が

し
よ
い

よ
念
仏
往
生
ま
ち
が
い
な
き
こ
と
を
確
信
い
た
し
ま

し
た
。

そ
れ
は
今
上
人
は
ま
さ
し
く
わ
れ
念
仏
に
よ

」
の
道
往
け
ば
誰
も
往
け
る
ぞ

っ
て
往
っ
て
来
た
。
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と
い
う
こ
と
を
現
に
証
明
し
て
下
さ
る
よ
う
に
思
う
。

今
上
人
に
会
う
こ
と
は

七
百
年
前
の

宗
祖
が
さ
ら

に
浄
土
か
ら
こ
の

土
に
帰
ら
れ
た
の
に

お
目
に
か
か

る
心
地
で
あ
り
ま
す
」

と
ま
ご
こ
ろ
こ
も
る

挨
拶
に

一候
を
こ
ぼ
し
た
。



z士2
刀て

祖

の

皮

骨造

六
月
越
後
か
ら
京
都
に
ご
転
錫
。
山
下
管
長
貌
下
の
命
に
よ
り
て
、
知
思
院
の
教

学
高
等
講
習
会
で

刀く

祖

の
皮
髄
」
を
獅
子
刊
仇
さ
れ
た
。

こ
れ
よ
り
先
講
師
と
し
て
大
門
了
康
僧

正
の
外
に
上
人
が
任
命
発
表
さ
る
る
や
、
世
論
に
異
議
も
多
く
知
恩
院

役
員
の
井
上

(
改
姓
漆
間
)
徳
定
僧
正
は
宗
務
所
に
抗
議
を
申
込
み
、

宗
務
内
に
も
上
人
任
命
に
は
異
論
が
で
た

が
、
教
学
部
長
の
竹
石
耕
善
師
は

「
も
し
噂
の
ご
と
く
異
安
心
か
否
か
は
巷
説
に
ま
か
せ
ず
、
直
接
講
述
す
る
所

9 

を
検
討
し
て
始
め
て
き
め
た
が
よ
い
。
そ
れ
に
は
今
度
が
最
も
好
い
機
会
で
あ
る
か
ら
、
か
た
が
た
反
対
者
こ
そ

聴
講
吟
味
し
た
方
が
よ
い
」
と
の
立
て
前
で
動
か
な
か
っ
た
。
本
山
当
局
も
「
で
は
話
さ
し
て
み
よ
う
」
く
ら
い

い
よ
い
よ
開
講
と
な
り

、

夏
安
居
の
講
習
会
で

二
百
名
あ
ま
り
の
人
が
知
恩
院
集
会
堂
で
聴
講
し

な
つ
も
り
で
、

た
。
上
人
の
説
の
あ
る
低
い
声
は
折
し
も

雨
に
消
さ
れ
て
は
な
は
だ
聞
き
と
り
に
く
か
っ
た
が
、
物
柔
か
な
中
に

気
高
い
威
光
の
輝
く
上
人
の
穏
や
か
で
力

あ
る
説
法
に
、

宗
祖
法
然
上
人
を

今
の
世
に
拝
す
る
ご
と
き
思
い
を
呼

び
さ
ま
さ
れ
て
、
体
験
と
典
拠
と
に
よ
り
て

説
か
る
る
宗
祖
の
真
髄
に
、
始
め
て
触
る
る
も
の
多
く
、
聴
講
者
の

熱
心
と
緊
張
と
は
類
例
な
く
、
反
対
で
あ
っ
た
井
上
僧
正
の
ご
と
き
、
最
後
列
か
ら
席
を
第
一
列
に
進
め
て
熱
心



に
傾
聴
す
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
衆
議
は
ま
と
ま
っ
て
、
こ
の
説
法
を
後
世
に
の
こ
す
た
め
書
き
と
ら
せ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

こ

れ
を
上
人
が
添
削
し

た
も
の
を

、

聴
講
の
書
宿
岩
井
僧
正
(
後
の
浄
土
宗
管
長
)
ら
の
斡
旋
も
あ
っ

て
、
総
本
山
法
教
科
か
ら
「
宗
祖
の
皮
髄
」
と
題
し
て

出
版
し
(
京
都
一
音
社
か
ら
大
正
五
年
十
二
月
よ
り
販
売
し
)
、

こ
れ
に
先
に
抗
議
し
た
井

上
徳
定
僧
正
は
随
喜
言
語
に
溢
る
る
版
文
を
添
え
た

。

そ
の

一
節
に
、

「山
崎
弁
栄
上
人
は

い
わ
ゆ
る
聖
浄
兼
学
の
人
な
り
。
否
近
世
の
宗
教
哲
学
、
動
植

物
学
、
地
文
、
天
文
学

等
の
諸
科
学
を
ま
で
渉
猟
し
、
世
出
世
兼

学
の
人
な
り
と
す

。
(
中
略
)
読
者よ
ろ
し
く

「
人
能
念
仏
仏
還
念
」

の
真
修
中
に
精
読
し
給
え
か
し
。
宗
祖
の
皮
肉
骨
髄
は
や
が
て
読
者
の
皮
肉
、
骨
髄
と
な
り
て

霊
性
開
発
し
、

霊
格
円
成
し
て
三
昧
発
得
せ
ん
云

々
」
と

。
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門
跡
随
喜

手
づ管
か長
ら 山
ご下
郵大
送僧
下正
さは
れこ
て縁

故
別 深
にき
こ東
の爪
書浅
に草
対坦

す哲

三存
芯山

2 者
悦 L

び 三
法シ 力て

お哩
三x:れ νノ

是i 富

ぞを
ソお

「
特別
の
注
意
を
も
っ
て
く
れ
ぐ
れ
拝
読
す
る
よ
う
に

」

と
お
指
図
が
あ
っ
た
の
で
、
竹

川
老
師
は
こ
の

老
門

跡
貌
下
の
稀
有
の

ご
満
足
を
拝
承
し
て

、

再
読
三
読
、
宗
祖
の
真
精
神

に
触
れ
奉
る
あ
り
が
た
さ
を
貌
下
の
ご

注
意
に
よ
っ
て
ひ
と

し
お
感
じ
た
こ
と
を
、

よ
く
物
語
っ
て
は
喜
ん
で
い

た
。

こ
の
本
山
夏
安
居
講
習
に
出
席
し
た
ま
じ

め
な
宗
侶
は
、
念
仏
三
昧
の
内
感
に
頂
く

宗
祖
の
真
髄
を
伺
っ
て
、



信
仰
確
立
し
た
も
の
も
多
く
、

上
人
に
帰
依
す
る
も
の
こ
れ
よ
り
特
に
増
加
し
た
。

そ
れ
か
ら
上
人
は
伊
勢
に
ご
転
錫

、

三
重
教
区
教
学
講
習
会
で
も
ご
講
義
あ
り

、

そ
の
後
、
東
海
道
筋
を
巡

教
さ
れ
た
。

上
人

「
安
心
起
行
の
法
を
よ
く
心
得
る
は
、
浄
土
へ
往
く
道
案

道
案
内
記
・
念
仏
道
中
・

名
所
旧
踊

内
記
を
心
得
る
こ
と
で
あ
る
。

目
的
地
に
行
く
に
そ
の
道
し
る
べ

は
会
得
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
道
し
る
べ
の
み
を
知

っ

て
、
い
ま
だ
道
を
進
ま
ね
ば

詮
は
な
い

。

東
京
か
ら
上
京
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す
る
に
大
津
ま
で
行
っ
た
人
は
大
津
ま
で
を
経
験
し
、
名
古
屋
ま
で
行
っ
た
人
は
名

古
屋
ま
で
を
経
験
す
る
。

浄
土
の
道
案
内
者
た
る
伝
道
家
は
、

み
づ
か
ら
念
仏
道
中
の
名
所
旧
跡
を
実
験
し
て
こ
れ
を
説
き
、

ひ
き
い
る

信
者
を
し
て
道
中
の
労
を
忘
れ
て
楽
し
き
道
に
進
ま
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

」
。

上
人
「
念
仏
は
呼
吸
で
。
念
仏
が
た
い
ぎ
で

つ
ら
い
よ
う
で
は

そ
り
ゃ
病
人
で
」
。

今
世
で
花
・

親
の
呼
名

ま
た

「
大
般
若
六
百
巻
大
な
り
と
い
え
ど
も
枝
、
名
号
六
{
子
小
な
り
と
い
え

ど
も
種
、
元
祖
選
択
の
着
眼
こ
こ
に
あ
る

。

し
か
し
な
が
ら
種
が
種
の
ま
ま
で

こ

の
世
で
は
開
発
せ
ず
、

死
ん
で
浄
土
で
開
発
す
る
も
の
と
き
め
る
か
ら
い
け
な
い
。
今
世
で
花
聞
き
、
花

一



代
の
散
り
終
っ
た
後
世
の
浄

土
で
、
上
品
の
実
を
結
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
今
世
で
華
聞
か
ね
ば
彼
の
土
に
お

い
て
六
劫
を
へ
て
聞
く
と
」
。

上
人
が
ミ
オ
ヤ

み
親
と
い
う
の
を
嫌
え
る
一
僧
に
対
し

上
人

「
ア
ナ
夕
、
如
来
を
親
様
と
い
い
ま
す
か
」
と
反
問
、

そ
の
人
い
わ
く
「
イ
エ
阿
弥
陀
と
呼
び
ま
す
」
。

上
人
「
エ
ラ
イ
他
人
気
で
す
ね
、
ア
ナ
タ
は
自
分
の
父
親
を
呼
ぶ
の
に
そ
の
名
を
呼
び
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
、

お
と
う
さ
ん
と
い
い
ま
す
か
」
。

ま
た
「
西
方
の
弥
陀
は
兆
載
永
劫
の
間
働
い
て
、
働
き
づ
め
で
、

浄
土
を
か
ま
え
ら
れ
た
と
い
う
も
の
の
、

そ
も
そ
も
だ
れ
の
家
で
働
い
た
。
誰
の
土
地
を
買
っ
て
家
を
建
て
ら
れ
た
の
じ
ゃ
。
誰
の
家
、
誰
の
土
地
、

そ
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の
元
を
も
認
め
よ
」
。

ま
た
「
世
の
中
に
は
随
分
妙
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
え
、
自
分
は
お
念
仏
が
嫌
い
で
あ
り
な
が
ら
、
人
に
む

か
つ
て
お
念
仏
を
す
す
め
る
も
の
が
あ
り
ま
す
ね
え

「
己
の
欲
せ
ざ
る
所
、

」
れ
を
人
に
施
す
な
か
れ
」

と

い
う
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
」
。

き

ま
た
「
今
の
時
代
は
悠
長
な
こ
と
を
許
さ
ぬ
、
伝
道
も
正
に
鉄
を
も
っ
て
鉄
を
載
る
ご
と

伝
道
精
神

く
血
を
も
っ
て
血
を
説
か
ね
ば
な
ら
ぬ

」。



ま
た

「
伝
道
は

一
騎
打
ち

。

彼
た
お
れ
ね
ば
、
わ
れ
た
お
れ
る
覚
悟
は
な
く
て
は
な
ら
ぬ

」
。

ま
た

「
古
来
の
大
宗
教
家
は
主
義
の
た
め
に
は
、

た
び
た
び
流
罪
入
獄
の
憂
き
目
に
会
っ
た
。
弁
栄
は
不
徳

に
し
て
い
ま
だ
こ
れ
を
経
験
し
な
い
」
。

そ
れ
か
ら
東
上
。
下
谷
徳
厚
会
を
中
心
に
東
京
付
近
を
教
化
さ
れ
た

。

禅
宗
僧
の
小
笠
原
師
か
ね
て
上
人
の
教
を
う
け
る
よ
う
に
な
り
、
徳
厚
会
に
留
守
し
て

い

禅
僧
受
教

た
。

こ
の
人
が
会
を
盛
大
に
す
る

善
意
か
ら
で
は
あ
っ
た
が
、
相
場
か
な
に
か
に
手
を
だ
し

て
、
預
っ
て
い
た
上
人
の
伝
道
資
財
七
、

八
百
円
も
使
い
こ
ん
だ

。

上
人
は
猪
狩
氏
方
に
こ
の
禅
僧
を
呼
ん
で

13 

懇
々
と
そ
の
間
違
っ
た
点
を
教
え
ら
れ
る
と
、
世
智
に
た
け
、
酒
量
も
多
く
、
剛
腹
な

こ
の
禅
僧
は
、

上
人
の

た
め
に
は
か
っ
た
失
敗
で
あ
る
か
ら
悪
く
な
い
と
い
っ
て
な
か
な
か
強
い

。

上
人
は
理

を
説
い
て
機
悔
す
る
よ

う
に
教
え
る
け
れ
ど
も
、
ど
う
し
て
も
悪
い
と
は
い
わ
ぬ
の
で
、
も
て
あ
ま
し
て
、

上
人
「
そ
れ
で
は
法
律
に
訴
え
ま
す
ぞ
」
。

の
ち
に
温
情
玉
の
よ
う
な
上
人
の
こ
の
手
強
い
態
度
を

「宗
教
家
ら

し
く
も
な
い

」

と
是
非
す
る
人
に

上
人

「宗
教
と
道
徳
と
法
律
と
は
矛
盾
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

」
。



そ
の
臨
済
僧
は
そ
の
後
も
ど
う
し
て
も
改
俊
の
色
を
一
ボ
さ
ず

つ
い
に
法

法
律
と
宗
教
・
錆
と
荒
砥

律
沙
汰
に
な
り
、
証
人
と
し
て
公
け
の
場
所
に
呼
ば
れ
た
時
、

上
人
は
い
で

て
そ
の
悪
い
所
を
述
ぶ
る
に

な
ん
の
鴎
跨
も
さ
れ
な
か
っ
た
。

つ
い
に
そ
の
兄
弟
に
あ
た
る
人
が
そ
の
悪
用

さ
れ
た
三
宝
物
の
半
金
か
を
出
し
て
示
談
に
な
っ
た

。

他
日
、
上
人
「
監
獄
(
刑
務
所
)
は
個
人
の
カ
で
は
直
せ
ぬ
罪
悪
を
、

国
家
の
力
で
直
し
て
く
れ
る
所
で
あ

る
」。ま

た

「
人
の
心
霊
は
名
刀
の
ご
と
し
、

は
な
は
だ
し
き
サ
ビ
は
荒
砥
を
用
い
て
除
き
去
る

」
。

ま
た
あ
る
時
上
人
「
自
分
が
仏
画
を
か
く
こ
と
は
よ
し
あ
し
だ

」。
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ま
た

「
名
誉
と
か
利
欲
と
か
あ
れ
ば
こ
そ
、

も
ろ
も
ろ
の
憂
い
と
怖
れ
と
は
あ
れ
、
捨
て
て
し
ま
え
ば
恐
れ

も
憂
い
も
な
い

」。


